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たから

財っ子通信
令和４年がスタートしました！今年もよろしくお願いします

１月６日（木）に元気な子供達の姿が戻ってきました。依然、コロナ禍で不安な世の中ですが、

「禍を転じて福となす」という昔の言葉どおり、人生で必ずある不幸にどう対処するかが大事

です。本校の教育目標の「たくましく」には失敗をバネにがんばる子に育ってほしいという願い

があります。さらなる前進の２０２２年になるよう、職員チーム一丸となって努めてま

いりますので保護者･地域の皆様、今年もどうぞよろしくお願いいたします。

実は「校歌」を全校児童で歌う機会が減っ

ています。以前は行事や集会等で必ず３番

まで歌っていましたが、コロナの影響で、全

校で集まる機会が減りました。さらに飛沫対

策で声に出さず心で歌う（校歌鑑賞）対策を

とることもありました。音楽の授業では教え

ていますが、やはりさびしいものがあります。

そこで、始業式の放送を利用して全校児

童にクイズ形式で話をしました。

Q1 校歌に出てくる財光寺の山と海と川は？

→ A 比良山・小倉ヶ浜・塩見川

Q2 ３番まで繰り返す言葉は「財光寺」と何？

→ A 「永遠に輝く」

Q3 ３番までに３つ出てくる「○○あり」とは？

→ A ひびきあり・光りあり・香りあり

卒業生の皆様には、おわかりでしょうか？

作詞の三輪秋葉先生は財光寺小愛にあ

ふれる方で、「･･･奔流の如く口ずさんだのが

校歌になったように思える。♪《比良山晴れて

雲高く》はそのことを象徴して、自然と口から

出た言葉であろう。」【市広報誌「碧空」昭和６３年

２月号】と語っています。

「財っ子のやさしさを永遠にひびかせ、元

気に光り輝き、香るような落ち着きある学校

でありましょう！大人になってもみんなで歌

える大切な歌です！」と願いを込めて子供

達に話しました。機会があれば、地域の集

まり等で子供達にぜひ歌わせてください。み

んなで大切にしていきたいと思います。早く

全校みんなで、比良山に向かって校歌斉唱

できることを願っています。

がんばっています財っ子！
★明るい選挙啓発ポスター一次審査通過作品

ポスターの部 ４年 林田陽葵さん

書道の部 １年 木村心音さん 谷口由奈さん

２年 大山寧々さん

４年 那須結心さん

私達の大切な「校歌」

にこにこガーデン花言葉

★チューリップ 「思いやり」
まだ土の中です。

でも毎朝のぞく、かわいい１年生

達の「思いやり」がうれしいです。

コミュニティ・スクール発！


